
男 人
女 人

須木区域の人口
R1．6．1日現在
人　口

743
842

世帯数 850 世帯

計 1,585 人

　５月８日に開催された宮崎県商工会青年部連

合会主催の若い経営者の主張発表大会にすき商

工会青年部の山川伸部長が出場しました。結果

は、最優秀賞である宮崎県知事賞を受賞し、９

月に沖縄で開催される九州大会に出場します。

　「商工会青年部に入るメリット」と題し、青

年部活動、特に小林市すき納涼花火大会を通じ

て、人と人との繋がりの大切さや感謝の心を学

べたことが自分の中でとても貴重な経験になっ

たと発表しました。

　「須木地域の皆様のおかげでいただいた賞で

もありますので、宮崎県の代表ではありますが、

まずは須木の代表であるという思いを胸に抱い

て九州大会に臨みたい」と話しました。

　イオン都城にて5月１８日から２０日にかけて

開催された宮崎マルシェに須木物産協会の方々

が出店しました。須木物産協会が取り組んでい

る「すきブランド」商品を中心に出品し、須木

のPRも兼ねた特設ブースは多くのお客様で賑わ

いました。

　平川悠会長は「今後もすきブランド商品を多

くの方に知っていただけるようにPRをしていき

たい」と話しました。
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　６月よりすきむらづくり協議会の事務局が須

木庁舎１階から旧健康増進センター（須木地区

体育館裏）へ移転しました。新事務所にて今ま

で以上に須木の発展に尽力して参りますので、

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

　５月２６日から２７日にかけ小野湖特設会場に

て県高校総体ボート競技大会が開催されました。

　県内の高校５校から３９名が参加し、日頃の練

習の成果を発揮しました。

　結果は、妻高校が初の総合優勝を果たしました。

また、今大会で優勝した選手は８月に熊本で開催

される全国高校総体に出場します。出場される選

手のご健闘をお祈りします。

　すきむらづくり協議会では、「2020すきむらづ

くりカレンダー」に掲載する写真を募集します。

テーマは、”残したい須木の歴史と文化・風景”で

す。

　テーマに沿った内容の写真であれば何でも結構で

す。懐かしい写真や、意外と知られていない一押し

観光スポットや郷土芸能・料理など、皆さんがお持

ちの1枚をぜひご提供ください。採用された方には

記念品を差し上げます。

　また、カレンダー発行に関するスポンサーも募集

します。カレンダーを通して須木の歴史と文化を未

来へつなぐこの趣旨に賛同される企業の皆様のご協

力をお待ちしております。募集に関するお問合せは

事務局まで。

　すきむらづくり協議会事務局　電話　48-3451
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　須木地区認知症サポートリーダーの皆さんが実

施している「須まいる木っ茶」が５月２９日に須

木総合ふるさとセンターで開催されました。今回

は、昔懐かしいお手玉づくりをしました。終了後

は、お茶を飲みながら笑いあふれる楽しい一時を

過ごしました。

　令和元年度宮崎県防災士養成研修を下記のと

おり開催します。受講を希望される方は事前に申

込みが必要になりますので下記問い合わせ先まで

お問い合わせください。

日時：７月２７日（土）９時～１７時

場所：小林中央公民館

問合せ先：NPO法人宮崎県防災士ネットワーク

　　　　　０９８５－５５－０４４７

。


